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           図 3：説明書内容         図 4：教室風景 
 
3.1.2 実施報告 




7 月，8 月に，ものつくり大学が行田市からの依頼で年間 7 回開催している補助金事業「おもしろもの
づくり教室」では道具箱型筆箱および 3.4 で報告する「画伯になろう」を開催し，道具箱型筆箱では，
定員 30 組に対し 20 組の応募があった．  
また，道具箱型筆箱の組立では，釘を打ち込む際の作業性の向上と木割れ防止のため，補助者がφ 
1.2mm のインパクトドライバ用ビットを使用して下穴を開ける補助を行ったが，小学校高学年児童には









































3.3 と同様に子どもにも馴染みのあるタイルやビーズを使用し，事前に 30cm 角のベニヤ板に 1cm 角の
角材を取り付けた土台（図 7）を作成し，左官材を使用した絵（図 8）を描く体験をすることとした． 
  











           図 7：土台                  図 8：完成品 












表 2 参加者一覧 
体験教室項目 参加者数 実施時期 






灯籠 35 組 8 月 
色々なものをデコレーション 40 組 5 月，10 月 
画伯になろう 5 組 8 月 
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